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〈新任石田先生へインタビュー〉 

 
 

昔の甲南大生と今の甲南大生との違いは 
大昔、私が甲南大生だった頃と比べて、平

均的には今の学生の方が真面目に勉強してい

るかもしれません。ただ、私の学生時代の本

学の一部の学生は驚くほど優秀だった記憶が

あります（私は残念ながらその中に入ってな

かったですが）。甲南大経済学部の何人かの畏

友は、当時まだ学部生にもかかわらず、私が

その後、教員として接した日本トップ水準の

大学院の経済学専攻の院生に学業で全く負け

ていなかったと思います。着任したばかりで

よくわかりませんが、今でも、そういう学生

がいることを期待しています。 
 

 

出身大学(修士/博士)ではどのような勉強をさ

れていましたか？ 
甲南大学経営学部を卒業後、修士課程はワ

シントン大学（米国シアトル）の MBA プログ

ラム（2 年コース）に行きました。MBA プロ

グラムは学者・研究者養成の専門的コースで

はなく広くファイナンス、会計学、組織論な

どを履修する、ビジネスの実務家養成コース

です。私は、特にファイナンスが面白くて、

とことん勉強したいと思いましたが、この分

野の論文を読むために必要な大学院レベルの

経済学｛ミクロや計量経済）の基礎が欠けて

いました。そこで、MBA と並行して、経済学

の修士課程の授業も受け始めましたが、むし

ろそちらに夢中になりました。MBA の学位取

得後に帰国し、バブルの頂点で積極的に中途

採用を行っていた証券会社に就職、証券市場

の基礎研究や、金融リスク管理のシステム開

発などの仕事をしました。90 年代後半の金融

危機時にＵＣサンディエゴ校の経済学博士課

程へ進み、計量経済学、特にその金融データ

分析への応用である計量ファイナンスの研究

をしました。 
 

 
石田先生の研究テーマを教えてください 
株価や為替レートがどのように変動するの

かを、市場データの統計分析により明らかに

し、金融リスク管理の精度向上に役立てるこ

とです。 
 

学生時代の思い出は 
一・二年の時は、興味の向くままに、勉強

ばかりしていました。特に、英語学習にはマ

ニアックにはまり、洋書も 100 冊以上読み、

それがその後の財産になりました。三年生の

ときはまわりの同級生の興味の中心だった自

動車の購入のため毎日アルバイト、車を買っ

てからは友達と遊んでばかりでした。まあ、

楽しかったですが、もう少しバランスのとれ

た時間の使い方をするべきでしたね。 
 

ゼミを持たれるとのことですが…（どのよう

なゼミにしたいか？） 
金融を中心とした知識や分析力を身につけ

てほしい。金融機関での勤務経験を活かして、

金融の 前線で活躍できるような人材を育て

ることに役立てればと考えています。勉強の

モチベーションの高い学生、ゼミ生同士お互
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いにリスペクトしあえるような学生に来ても

らいたいです。毎年、ひとりかふたりぐらい

は、ウォールストリートのような世界の金融

センターを目指すぐらいの野心的な学生にも

出会いたいですね。 
 

甲南大学の学生の印象は 
これまで接する機会のあった何人かは、皆

さん、他人に思いやりのある接し方ができる、

温かい感じの好印象な学生さんでした。これ

が今時の甲南大生のカラーなのであれば素晴

らしいことだと思います。 
 

授業のやり方でこうしようと考えていること

はありますか。 
今現在は模索中ですが、大教室でも一人で

一方的に授業を行うのではなく、学生に話し

かけたり、質問をしたりする授業を行いたい。

授業に出てもらうことに意義のあるような講

義にしたい。授業中に積極的に発言すること

でプラスになるような授業にできたらと思い

ます。 
 
 
 

お勧めの書籍は 
村上春樹とか小説もいいですが、経済学部

生なら、まずは、経済学のエッセンスが一冊

に詰まった、1 年次指定の「伊藤元重『入門 経

済学』」をボロボロになるまで読むこと、話は

それからだといいたいですね。 
 

お休みの日は何をされていますか。 
大学の研究者というのは、研究が仕事で、

趣味で、生きがいという人が大半です。また、

世界的に研究者間の競争が熾烈な分野では、

どんなテーマでも、誰かがすぐに論文を書い

てしまうので、休んでなんていられないとい

う人が多いです。特に、週末こそ研究活動に

集中できる時間なので、私もやる気 100％で毎

週末を迎えますが、結構、映画を見たり、ギ

ターを弾いたりしてリラックスしています。 
 
後に何か甲南大学で授業をするにあたって

の意気込み、甲南大学の学生へ、特に経済学

部生に求めるモノについてのメッセージをお

願いします。 
学生時代の有意義な時間の使い方はいろい

ろあると思いますが、少なくとも、経済学を

しっかり勉強することはやるべきことのリス

トに入れておいて下さい。世界中の大学生は

日本の学生よりはるかに勉強しているという

ことも意識してほしいです。 

石田先生、ご協力 
ありがとうございました。 

甲南大学経済学会編集委員 
発行日 2013/06/05 
学会ニュース第１号 
インタビュー日 2013/04/17 



 

3 
 

〈新任春日先生へインタビュー〉 

 
 

甲南大学や経済学部生の印象を教えて下さい。 
今期私の受け持っている授業は一年生の配

当科目が多く、まだ大学自体に慣れていない

学生さんが多いこともあると思いますが、き

ちんとおとなしく、行儀がいいという印象が

あります。ただ実際には活発な方が多いのだ

ろうと思いますので、これからどう変わって

いくのかがすごく楽しみですね。 
 

学生時代はどのような専門科目を学ばれました

か？ 
学生時代は計量経済学のゼミに入っていま

した。理論そのものの学習より、どのような

分野に適用すると面白いかを議論する中で、

いろいろな産業を見たことが良い経験になり

ました。様々な産業の中でどんな企業がある

か、またはどのような競争状態であるか、或

いはその企業の利潤がどうなっているのかな

どについて学びました。 
 

産業におけるデータ分析とは具体的にどのよう 

な研究ですか？ 

ミクロ経済学を学習すると、完全競争状態

であれば社会的総余剰は 大になるが、企業

数が少なく独占や寡占の状態では価格が上昇

し死荷重が発生する弊害が生じると説明され

ます。でも 近は、単に企業数が少ないだけ

では「競争が成立していない」とは言えない

のではないか、という見方も出てきました。

例えば携帯電話の産業を見ますと、DoCoMo、
softbank、au などの 3 社が主要プレーヤーと

なっている寡占産業ですが、実際には激しい

競争が展開されており、超過利潤を享受して

いるほど余力がありません。つまり市場が寡

占状態になっていることと、反競争的行動を

して市場競争を歪曲していることとは必ずし

も同一ではなく、実際にデータで検証してみ

ないと分からない部分があります。このよう

な問題を検証する分野です。 

なぜデータ分析に興味を持たれたのですか？ 

偶然も大きかったですね。もともと数字を

眺める事も嫌いではありませんでしたが、甲

南大学と同様、 初の入門科目の一つに統計

学がありました。たまたまそこで教えて頂い

た先生のゼミが比較的少人数で入り易かった

こともあって、学ぶきっかけとなりました。 
 

学他にこれは学んでみたいという専門科目は 

ありますか？ 

私はいままで情報通信、金融・物流などの

産業を見ていきましたが、他にもいろいろな

産業を見ていきたいと思っています。例えば

小売業、特にコンビニエンスストアとかスー

パーマーケットなどについて調べてみたいと

思っています。理由としては、すごく移り変

わりが激しい産業であること、POS データと

いう消費者の購買行動に関するデータが豊富

に蓄積されていること、等が挙げられます。

そのような分析を行うためには、経営学やマ

ーケティングに関する知識も必要になってく

ると思います。 
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最近気になったニュースなどはありますか？ 

そうですね。やはり「アベノミクス」によ

る金融緩和とその影響については気になりま

す。自分が外貨預金を持っているから為替の

動きが気になるという事もありますが、政策

効果にはメリット・デメリット両面あるのだ

という事を経済学部の皆さんに学んでもらう

良い事例だとも思います。例えば、現在の円

安傾向は輸出産業には歓迎すべきことだと思

われますが、消費者の立場から見ると海外旅

行が割高になり必ずしもお得ではありません。

こうした双方の効果を実感する事例として、

とても良い事例だと思います。あと関西系企

業の不振も気になっています。パナソニック

やシャープなど、伝統ある企業が持ち直して

くれるかどうか、注目しています。 
 

今後ゼミを持たれると思いますが、どのようなゼ

ミを築こうと思いますか？ 

そうですね。おそらくどこのゼミでも言われ

ていると思いますが、やはりゼミというのは

学生さんが主体です。ですので、私はこれを

やってみてはどう？などと言った提案はしま

すが、基本的には学生さんの方から色々な事

を率先してやって欲しいなと思います。また

前任の大学でも実施していましたが、他大学

の学生さんとのディベート大会なども企画し

てみたいと思いますね。経済学会のインナー

ゼミナール大会へも参加して欲しいと思って

います。 
 
最後にゼミに来てもらいたい学生さんはいらっし

ゃいますか？ 
負けず嫌いの人が来てくれると嬉しいです。

普段はあまり勉強が好きではないと言ってい

る人でも、相手と競うとなると妙な力を発揮

する人がいますよね。ディベートなどではそ

ういう人の方が向いているのではないかと思

います。 
 

 

甲南大学経済学会編集委員 
発行日 2013/06/05 
学会ニュース第１号 
インタビュー日 2013/04/12 

春日先生、ご協力 
ありがとうございました。 
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